
ふしょうっこ日記              令和７年１２月１１日 

５年知財教育・２年体育科・３年図画工作科 

本校は、滋賀大学教育学部の教授と共同研究をしています。その一つに、「知財教

育」があります。「知財教育」とは、「知的財産」に関する知識や活用方法を学ぶ教育

のことです。今日は、５年生の理科の時間に、大学から教授と大学院生を迎え、授業

をしました。「知識を使って、今よりちょっと便利に、今よりちょっとみんなが幸せになる

方法や道具を考えよう」というめあてで学習が始まりました。テーマは「川」です。理

科で学習した流れる水のはたらきで得た知識も活用していました。先人が考えた水に

よる災害を防ぐ工夫について知り、「次はみんなが工夫を考える番！」ということで考

え始めました。友だちと協働しながら実験したり設計図

を考えたりしていました。今後の生活の中で困ったこと

があったとき、工夫を考える人に育ちそうな学習でした。 

今日も校内研究会を実施しました。２年生の体育科では、「どんな動きができるか

な？みんなでつくる○○コース」です。ゴム紐やフラフープ、ケンステップ等を使い、楽

しく運動できる場を考えて設定しました。そこで、走る、跳ぶ、くぐる、またぐ、バランス

をとる等様々な動きを楽しむ子供たちの様子が見られました。３年生の図画工作科で

は、「かげってすてき！～かげかげらんどへようこそ～」という学習でした。紙コップ、プ

ラスチックコップ、スプーン、のり、ボンド等様々な形のものを組み合わせて造形遊び

を楽しみ、光を当てることによってできるすてきな影づくりに取り組みました。 


